























ことであり､ そのための対人関係スキルの習得と改善である｡ そのために､ ラボラトリー方
式の体験学習と集団決定法を取り入れた対人関係トレーニングを組み合わせた人間関係トレー
ニングを実施した｡ 参加者は､               (1954) が開発した､ ｢私は誰だろうか？
(       )｣ という20答法 (                    ) に回答する個人作業よって､
客観的な自己分析を行った｡ そして､ ｢私がなりたい看護師｣ というテーマでブレインストー
ミングと  法によるグループ・ワークを実践し､ その過程で体験学習の循環過程(     )
を体験した｡ 最後に各参加者は､ ｢私がなりたい看護師｣ を目指して集団決定をした｡ 質問
紙による事後調査の結果､ 肯定的反応が高率 (73％～96％) であったことを考慮すると､ こ
の人間関係トレーニングは成功したと言えよう｡
１ 本研究の遂行にあたり､ 独立行政法人国立病院機構別府医療センター附属大分中央看護学校副学校長西村由紀子先生､ 教育主

















































































実践し､ その実践行動を評価､ 分析して､ さら
























































(         ) ､  ②指摘 (     ) ､  ③分










４ 月 20 日 (月) ４ 月 21 日 (火)
9 00 ‒ 9 00 ‒ ◇小講義 ｢ジョハリの窓｣
9 30 ・ 看護学校出発 9 30 ・
10 00 ‒ 10 00 ‒ □ブレイン・ストーミング    法(三菱樹脂  )
10 15 研修所到着 ｢私がなりたい看護師｣ ・模造紙
・ 10 30 ・ ・マジックインキ
10 45 挨拶・オリエンテーション
11 00 ‒ 研修の目的 11 00 ‒ ◎ふりかえり ・｢ふりかえりシート｣
◇小講義 ｢体験学習・効果的な
11 30 ・ コミュニケーション｣ ・｢私は誰だろうか？｣ 11 30 ・ ◇小講義 ｢  法｣
◎｢私は誰だろうか？｣ の分析
12 00 ‒ 12 00 ‒
(昼 休) (昼 休)
13 00 ‒ □私を知らせる 13 00 ‒ □  法 ・  カード
｢私がなりたい看護師｣ ・模造紙
13 30 ・ ・｢私の  カード｣ 13 30 ・ ・マジックインキ
◎あなたはこんなに見えます ・｢あなたのイメージ ・輪ゴム､ クリップ
14 00 ‒ カード｣ 14 00 ‒ ◎グループ発表
◎ふりかえり ・｢ふりかえりシート｣ ◎行動リスト作成 ・｢行動リスト｣
14 30 ・ 14 30 ・ ◎目標設定 ・｢私の  カード｣ 裏
◎集団決定 ・｢目標カード｣
15 00 ‒ 15 00 ‒
15 15 □野外観察・調査①
























































































しく説明された (星野, 1992)｡ すなわち､ 体
験学習は  体験 と  ふりかえり から構成さ
























































ない｡ しかし､ トレーニングの場合､ それが最
善の方法と考えられる｡ すなわち､ 日頃のあり
のままの自分 (という条件) でその状況を体験












実 質 的なトレーニングは ､                (1954) が開発した､ ｢私は誰だろ
うか？ (        )｣ という自己分析から始









































る｡ つぎに､ 参加者に１人当たり (グループ・




































ニケーション｣ を実施した｡ 続いて､ 小講義








(       1963) を実施した｡ 続いて､ 見直し
ブレインストーミング (川喜田, 1970) を行っ
て､ 私がなりたい看護師の項目数を50項目程度
に厳選した｡ ブレインストーミング後の ｢ふり

















































に書き写し､ 第１日午後の ｢私を知らせる｣ で
使用した ｢私の  カード｣ の裏面に貼った｡
いよいよ最終段階の集団決定である｡ 各参加者










段階である｡ 各グループとも否定 (１－３) と
中間 (４) の回答は非常に少なく全グループが
ほとんど肯定 (５－７) 回答をしていた｡ そし
て､ グループ間の回答傾向にも差がなかった｡
表２の最下行は､ ７段階の選択肢を否定 (１－













３)､ 中間 (４)､ 肯定 (５－７) の３段階にし
て､ 全質問の回答を３段階表示に改めたのが表
３である｡ 表３によれば､ 各質問の肯定回答率
を見ると､ 質問１が86％､ 質問２が96％､ 質問























1 2 3 4 5 6 7
チーム  0 0 0 1 5 2 0 8
軽トラ 0 0 0 1 3 1 3 8
川に溺れた鹿に萌～ 0 0 1 1 2 1 3 8
ほふく前進 0 0 1 0 0 1 6 8
チームプリン 0 0 0 1 0 6 1 8
アトム 0 0 0 1 2 1 4 8
ひまわり組 0 0 2 0 1 1 4 8
チームハチスタ 0 0 0 1 1 6 0 8 太郎 0 0 0 0 4 2 2 8
ヤ行グループ 0 0 0 1 3 2 1 7
計
0 0 4 7 21 23 24
79
4 7 68
表３ 研修後の各質問 (７段階評定) に対する肯定､ 中間､ 否定回答の頻度分布


































































































































る｡ つぎに､ かれらは､ 集団決定した行動目標
を日常場面で実践し､ その実践行動を評価､ 分
















あった｡ そして､ 集団決定法の①分析､ ②設定､






程が､ 望ましい達成したい目標 (上位目標) が
達成されるまで､ 一定期間続くことになる｡ そ
のために､ ほとんどの  リーダーシップ・ト
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